第一編　総則 

 1条〔この法律の目的〕 
 第一章　裁判所の管轄 
 第二章　裁判所職員の除斥及び忌避 

 20条〔除斥〕 

 21条〔忌避〕 

 22条〔忌避申立の時期〕 

 23条〔忌避申立に対する決定〕 

 24条〔不当な忌避申立の却下〕 

 25条〔即時抗告〕 

 26条〔裁判所書記官の除斥・忌避〕 
 第三章　訴訟能力 
 第四章　弁護及び補佐 

 30条〔弁護人の選任〕 

 31条〔弁護人の資格〕 

 32条〔選任の効力〕 

 33条〔主任弁護人〕 

 34条〔主任弁護人の権限〕 

 35条〔弁護人の数の制限〕 

 36条〔請求による国選弁護人〕 
 36条の2〔資力申告書の提出〕

 36条の3〔私選弁護人選任申出の前置〕

 37条〔職権による国選弁護人〕 
 37条の2〔被疑者の国選弁護〕

 37条の3〔選任請求の手続〕

 37条の4〔職権による選任〕

 37条の5〔複数の弁護人の選任〕

 38条〔国選弁護人〕 

 38条の2〔選任の効力の終期〕

 38条の3〔弁護人の解任〕

 38条の4〔虚偽の資力申告書の提出に対する制限〕

 39条〔弁護人との交通権〕
 40条〔訴訟書類等の閲覧・謄写権〕 

 41条〔弁護人の独立行為権〕 

 42条〔補佐人〕 
 第五章　裁判 
 第六章　書類及び送達  
 第七章　期間 
 第八章　被告人の召喚、勾引及び勾留 

 57条〔召喚〕 

 58条〔勾引の事由〕 

 59条〔勾引の効力〕 

60条〔勾留の理由〕 

 61条〔勾留前の被告事件の告知〕 

 62条〔令状〕 

 63条〔召喚状〕 

 64条〔勾引状、勾留状〕 

 65条〔召喚状の送達〕 

 66条〔勾引の嘱託〕 

 67条〔嘱託による勾引の手続〕 

 68条〔指定場所への出頭又は同行〕 

 69条〔裁判長の権限〕 

 70条〔勾引状・勾留状の執行者〕 

 71条〔管轄区域外の勾引状若しくは勾留状の執行〕 

 72条〔検事長への嘱託〕 

 73条〔勾引状・勾留状の執行方法〕 

 74条〔護送中の仮留置〕 

 75条〔刑事施設留置〕 

 76条〔勾引された被告人に対する告知〕 

 77条〔勾留された被告人に対する告知〕 

 78条〔弁護人選任の申出〕 

 79条〔勾留の通知〕 

 80条〔勾留されている被告人の交通権〕 

 81条〔交通権の制限〕 

 82条〔勾留理由の開示請求〕 

 83条〔勾留理由の開示手続〕 

 84条〔勾留理由の告知〕 

 85条〔受命裁判官による開示〕 

 86条〔数個の開示請求〕 

 87条〔勾留の取消〕 

 88条〔保釈の請求〕 

 89条〔当然保釈・保釈を許さない場合〕 

 90条〔職権保釈〕 

 91条〔不当な長期勾留の取消及び保釈〕 

 92条〔検察官の意見〕 

 93条〔保証金額及び保釈の条件〕 

 94条〔保証金・保証書〕 

 95条〔勾留の執行停止〕 

 96条〔保釈の取消・勾留執行停止の取消〕 

 97条〔上訴と勾留に関する手続〕 

 98条〔保釈取消等の後の収容〕 
 第九章　押収及び捜索 

 99条〔差押・提出命令〕 

 100条〔郵便物の差押・提出命令〕 

 101条〔領置〕 

 102条〔捜索〕 

 103条〔公務上秘密物の押収〕 

 104条〔重要公務員の申立〕 

 105条〔業務上秘密物の押収〕 

 106条〔公判廷外の差押捜索〕 

 107条〔差押状・捜索状〕 

 108条〔差押状・捜索状の執行〕 

 109条〔執行補助〕 

 110条〔差押状捜索状の呈示〕 

 111条〔差押捜索上の必要な処分〕 

 112条〔執行中の出入禁止〕 

 113条〔当事者の立会〕 

 114条〔責任者の立会〕 

 115条〔女子の身体の捜索〕 

 116条〔夜間の執行の制限〕 

 117条〔夜間執行の例外〕 

 118条〔執行を中止する場合の処分〕 

 119条〔証明書の交付〕 

 120条〔押収目録の交付〕 

 121条〔押収物の保管・廃棄〕 

 122条〔押収物の代価保管〕 

 123条〔押収物の還付・仮還付〕 

 124条〔押収贓物の被害者還付〕 

 125条〔押収捜索の受命又は受託〕 

 126条〔捜索状によらない捜索〕 

 127条〔準用規定〕 
 第十章　検証 

 128条〔検証〕 

 129条〔検証上の必要な処分〕 

 130条〔夜間の検証の制限〕 

 131条〔身体の検査についての注意〕 

 132条〔身体の検査のための召喚〕 

 133条〔出頭拒否の制裁〕 

 134条〔出頭拒否の罪〕 

 135条〔召喚に応じない者の再召喚・勾引〕 

 136条〔準用規定〕 

 137条〔身体検査拒否の制裁〕 

 138条〔身体検査拒否の罪〕 

 139条〔身体検査の強行〕 

 140条〔検察官の意見聴取等〕 

 141条〔検証補助〕 

 142条〔準用規定〕 
 第十一章　証人尋問 

 143条〔証人の適格〕 

 144条〔公務上の秘密に関する証人尋問〕 

 145条〔重要公務員の申立〕 

 146条〔自己に不利益な証言の拒否〕 

 147条〔近親者に不利益な証言の拒否〕 

 148条〔共犯者に関する証言の特例〕 

 149条〔業務上の秘密に関する証人尋問〕 

 150条〔出頭拒否の制裁〕 

 151条〔出頭拒否の罪〕 

 152条〔召喚に応じない証人の再召喚、勾引〕 

 153条〔準用規定〕 

 153条の2〔留置〕 

 154条〔宣誓〕 

 155条〔宣誓をさせてならない者〕 

 156条〔推測事項の供述〕 

 157条〔当事者の立会〕 

 157条の2〔証人への付添い〕 

 157条の3〔証人の遮へい〕 

 157条の4〔ビデオリンク方式による証人尋問等〕 

 158条〔裁判所外又は現在場所での証人尋問〕 

 159条〔裁判所外又は現在場所での証人の供述の特例〕 

 160条〔宣誓又は証言拒否の制裁〕 

 161条〔宣誓又は証言拒否の罪〕 

 162条〔証人の同行命令・勾引〕 

 163条〔裁判所外の証人尋問の受命又は受託〕 

 164条〔証人の旅費・日当等請求権〕 
 第十二章　鑑定 

 165条〔鑑定〕 

 166条〔宣誓〕 

 167条〔鑑定のための留置〕 

 167条の2〔勾留の執行停止〕 

 168条〔鑑定上必要な処分〕 

 169条〔受命裁判官による処分〕 

 170条 171条〔当事者の立会〕 

 172条〔裁判官による身体の検査〕 

 173条〔鑑定人の費用請求権〕 

 174条〔鑑定証人〕 
 第十三章　通訳及び翻訳 

 第十四章　証拠保全 

 179条〔証拠保全の請求〕 

 180条〔証拠保全された書類・証拠物の閲覧謄写〕 
 第十五章　訴訟費用 
 第十六章　費用の補償 

第二編　第一審 

 第一章　捜査 

 189条〔司法警察職員〕 

 190条〔特別司法警察職員〕 

 191条〔検察官・検察事務官の捜査権〕 

 192条〔検察官と公安委員会及び司法警察職員の協力〕 

 193条〔検察官の司法警察職員に対する指示権指揮権〕 

 194条〔司法警察職員に対する懲戒罷免の訴追権〕 

 195条〔検察官等の管轄区域外における職務の執行〕 

 196条〔捜査関係者に対する注意規定〕 

197条〔捜査のための取調〕
 198条〔被疑者の任意出頭供述録取〕 

 199条〔逮捕状による逮捕〕 

 200条〔逮捕状の記載事項〕 

 201条〔逮捕状による逮捕〕 

 202条〔引致〕 

 203条〔司法警察員の逮捕した被疑者の取扱〕 

 204条〔検察官の逮捕した被疑者の取扱〕 

 205条〔送致された被疑者の取扱〕 

 206条〔制限時間遅延の場合の勾留請求〕 

 207条〔被疑者の勾留〕 

 208条〔勾留期間〕 

 208条の2〔勾留期間の再延長〕 

 209条〔準用規定〕 

 210条〔緊急逮捕〕 

 211条〔緊急逮捕の準用規定〕 

 212条〔現行犯人〕 

 213条〔現行犯逮捕〕 

 214条〔現行犯人の引渡〕 

 215条〔司法巡査の現行犯人取扱方法〕 

 216条〔現行犯逮捕の準用規定〕 

 217条〔軽微な事件の現行犯逮捕〕 

 218条〔犯罪捜査のための差押・捜索・検証〕 

 219条〔犯罪捜査のための差押・捜索・検証の令状〕 

 220条〔令状を要しない差押、捜索、検証〕 

 221条〔領置〕 

 222条〔準用規定〕
 222条の2〔電気通信の傍受〕 

 223条〔第三者の取調・鑑定・通訳・翻訳の嘱託〕 

 224条〔鑑定のための留置〕 

 225条〔鑑定上必要な処分〕 

 226条〔出頭又は供述拒否の場合の証人尋問の請求〕 

 227条〔任意供述した場合の証人尋問の請求〕 

 228条〔証人尋問の手続〕 

 229条〔検視〕 

 230条〔被害者の告訴〕 

 231条〔法定代理人及び近親者の告訴〕 

 232条〔親族の告訴〕 

 233条〔死者の名誉毀損罪の告訴〕 

 234条〔告訴人の指定〕 

 235条〔親告罪の告訴期間〕 

 236条〔告訴期間の独立〕 

 237条〔告訴の取消〕 

 238条〔告訴不可分〕 

 239条〔告発〕 

 240条〔告訴の代理〕 

 241条〔告訴告発の方式〕 

 242条〔告訴告発事件の送付〕 

 243条〔告訴告発の取消の方式〕 

 244条〔外国代表者の告訴の方式〕 

 245条〔自首〕 

 246条〔事件送致〕 
 第二章　公訴 

 247条〔検察官起訴独占主義〕 

 248条〔起訴便宜主義〕 

 249条〔不告不理の原則〕 

 250条〔公訴時効〕 

 251条〔併科刑選択刑についての公訴時効の適用〕 

 252条〔刑の加減と公訴時効の適用〕 

 253条〔時効の起算点〕 

 254条〔公訴提起による時効の停止〕 

 255条〔起訴状謄本送達不能等による時効の停止〕 

 256条〔起訴状〕
 257条〔公訴の取消〕 

 258条〔被疑事件の移送〕 

 259条〔不起訴処分の通告〕 

 260条〔告訴事件等の起訴不起訴の通知〕 

 261条〔告訴事件等の不起訴理由の通告〕 

 262条〔職権濫用罪の告訴告発事件の審判請求〕 

 263条〔審判請求の取下〕 

 264条〔再度の考案による起訴〕 

 265条〔審判請求事件の審判〕 

 266条〔審判請求事件の決定〕 

 267条〔公訴提起とみなされる決定〕 

 268条〔公訴維持のための指定弁護士〕 

 269条〔審判請求事件の費用の賠償〕 

 270条〔検察官の閲覧謄写権〕 
第三章　公判 

 第一節　公判準備及び公判手続 

 271条〔起訴状謄本の送達〕 

 272条〔弁護人選任についての告知〕 

 273条〔公判期日の指定・召喚・通知〕 

 274条〔裁判所構内の被告人の特例〕 

 275条〔召喚の猶予期間〕 

 276条〔公判期日の変更〕 

 277条〔期日変更権濫用に対する救済〕 

 278条〔出頭不能の場合の措置〕 

 278条の2〔出頭等の命令〕 

 279条〔公務所等への照会〕 

 280条〔勾留に関する処分〕 

 281条〔公判期日外の証人尋問〕 

 281条の2〔被告人の退席〕 

 281条の3〔証拠に係る複製等の管理・保管〕 

 281条の4〔証拠に係る複製等の禁止事項〕 

 281条の5〔罰則〕 

 281条の6〔審理に二日以上を要する事件〕 

 282条〔公判廷〕 

 283条〔法人の代理人〕 

 284条〔被告人の出頭不要の事件〕 

 285条〔被告人の不出頭を許す場合〕 

 286条〔被告人出頭の原則〕 

 286条の2〔被告人出頭の例外〕 

 287条〔被告人不拘束の原則〕 

 288条〔被告人の在廷義務・法廷警察権〕 

 289条〔必要的弁護人制度〕 

 290条〔職権による弁護人附置〕 

 291条〔冒頭手続〕 

 291条の2〔簡易公判手続によって審判する旨の決定〕 

 291条の3〔決定の取消〕

 292条〔証拠調べの時期〕 

 292条の2〔被害者等による心情その他の意見の陳述〕 

 293条〔意見の陳述〕 

 294条〔訴訟指揮〕 

 295条〔尋問・陳述の制限・証人等の保護〕 

 296条〔証拠の趣旨証明〕 

 297条〔証拠調の手続〕 

 298条〔証拠調の請求及び職権〕 

 299条〔尋問・証拠調の請求・証拠調の決定についての措置〕 

 299条の2〔証人等の保護〕 

 300条〔証拠調の請求をすべき書面〕 

 301条〔自白の供述書類の取調の制限〕 

 302条〔捜査記録の一部の取調〕 

 303条〔公判準備の結果の証拠調〕 

 304条〔尋問の順序〕 

 304条の2〔被告人の退廷〕 

 305条〔証拠書類の朗読〕 

 306条〔証拠物の呈示〕 

 307条〔証拠物たる書面の取扱〕 

 307条の2〔規定の不適用〕 

 308条〔証拠の証明力を争う機会〕 

 309条〔証拠調に関する異議申立〕 

 310条〔証拠書類及び証拠物の提出〕 

 311条〔被告人の黙秘権及び任意の供述〕 

 312条〔起訴状の訴因又は罰条の追加・変更〕 

 313条〔弁論の分離・併合・再開〕 

 314条〔公判手続の停止〕 

 315条〔公判手続の更新〕 

 315条の2 

 316条〔訴訟手続の効力〕 
第一節の二　争点及び証拠の整理手続 

第二節　証拠 

 317条〔証拠裁判主義〕 

 318条〔自由心証主義〕 

 319条〔自白の証拠能力〕 

 320条〔人的証拠の直接主義〕 

 321条〔被告人以外の者の供述書類〕 

 321条の2〔ビデオリンク方式による証人尋問の記録〕 

 322条〔被告人の供述書類〕 

 323条〔その他の書面〕 

 324条〔伝聞供述書類〕 

 325条〔任意の供述であることの調査〕 

 326条〔当事者の同意による書面又は供述の証拠能力〕 

 327条〔当事者の合意による供述書類〕 

 328条〔供述の証明力についての証拠〕 
第三節　公判の裁判 

 329条〔管轄違の判決〕 

 330条〔管轄下級裁判所への移送の決定〕 

 331条〔土地管轄についての管轄違の言渡の制限〕 

 332条〔管轄地方裁判所への移送の決定〕 

 333条〔刑の言渡の判決〕 

 334条〔刑の免除の判決〕 

 335条〔有罪の言渡の内容〕 

 336条〔無罪の判決〕 

 337条〔免訴の判決〕 

 338条〔公訴棄却の判決〕 

 339条〔公訴棄却の決定〕 
 340条〔再起訴の条件〕 

 341条〔被告人の陳述を聴かないでする判決〕 

 342条〔判決の宣告〕 

 343条〔禁錮以上の刑の宣告と保釈等の効力〕 

 344条〔当然保釈の制限〕 

 345条〔無罪の判決等の宣告と勾留状の効力〕 

 346条〔押収物の処置〕 

 347条〔押収物還付の言渡〕 

 348条〔罰金等の仮納付の判決〕 

 349条〔執行猶予の言渡の取消〕 

 349条の2〔執行猶予の言渡の取消の請求があつた場合の決定〕 

 350条〔一部大赦による刑の変更手続〕 
第三編　上訴 

 第一章　通則 
 第二章　控訴 

第三章　上告 

 第四章　抗告 
 419条〔抗告〕 

 420条〔判決前の決定に対する抗告〕 

 421条〔抗告の時期〕 

 422条〔即時抗告の提起期間〕 

 423条〔抗告申告書の差出〕 

 424条〔抗告と裁判の執行〕 

 425条〔即時抗告と裁判の執行〕 

 426条〔抗告に対する決定〕 

 427条〔再抗告の禁止〕 

 428条〔高等裁判所の決定に対する異議の申立〕 

 429条〔裁判官の裁判に対する取消・変更の請求〕 

 430条〔検察官等の処分に対する取消・変更の請求〕 

 431条〔請求書の差出〕 

 432条〔準用規定〕 

 433条〔最高裁判所に対する特別抗告〕 

 434条〔準用規定〕
第四編　再審 

第五編　非常上告 

第六編　略式手続 
第七編　裁判の執行 

